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ラノスチロールからのコレステ口同サL生合成に及ぼす
ラノステロール同族体の影響

佐藤良博，園田よし子

〔日本薬学会第99年会 (1979年8月）で発表〕

No. 24 (1979) 

〔目的〕ラット肝の S10はラノステロール（1）をコレステロールへ変換するが，この反応はラノ

ステロールの側鎖が短かくなった同族体にも起こり得るかとし、う問題と，さらにまたこの間族体

がラノステロールからコレステロールへの変換反応に際し，どのような影響を有するかの問題と

があるが，今回はまず後者を解明することを目的とした。

〔方法〉基質となるラノステロールの標識化は 24”ケトン体を〔aH〕NaBH4で還元，次いで

POC13処理，さらにLiAIH4処理により（24白aHJラノステロ一ルと〔24叩aH〕ジヒドロラノステロ

一ルを3:1で

ル向族体としては側鎖の炭素が一個カミら 5個少ない（3）～(1qを合成した。
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enzyme sourceとしてラット肝の10,000×g上清 CS10）を用い， cofactorを加え， 〔24-3H〕ラ

ノステロール (19μM）を基質としてラノステロール同族体（45μM）の存在下， 37°C,3 hr反

応し， 〔24-3Hユコレステロールへの変換率を求めた。

〔結果・考察〕上記ラノステロール同族体はすべて， 〔24-3H〕ラノステロールの〔24-3H〕コレ

ステロールへの変換率を低下させた。この中，特にnor体（3）と pentanor体帥が強い作用を示し

た。
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